
労働災害防止に取り組みましょう

〜あなどるなかれ、「転倒災害！」〜

山口県内で発生した小売業の労働災害のうち、「転倒」が約37％、「動作の反動・無
理な動作」を合わせると約45％になります。業種別では製造業に次いで小売業が多い
ことが特徴です。

1 小売業における労働災害発生件数の推移

2 起因物別内訳 3 年齢別内訳

※ 労働者死傷病報告（休業４日以上）による休業見込日数

〇 令和５年の小売業における休業4日以上の死傷者数は171人です。
〇 転倒災害については、令和４年（56件）と比較しても、14％増加しています。

転倒災害のうち、年齢別では、50歳以上で約83%を占めています。また、女性が約

70％を占めています。
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転倒

64 件(37%)

墜落・転落

16 件 (9%)

動作の反動・無理な動作

（腰痛） 13 件(8%)

はさまれ・巻き込まれ

12 件 (7%)

切れ・こすれ10 件(6%)

交通事故（道路）

27 件(16%)

その他 29 件

(17%)

乗り物

3件

その他の用具

10件

通路等での転倒

44件

荷姿の物

4件

その他

3件

20歳〜29歳

3件

30歳〜39歳

3件

40歳〜49歳

5件

50歳〜59歳

14件

60歳〜69歳

20件

70歳以上

19件
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「つまずき」等による転倒災害の原因と対策

何もないところでつまずいて転倒、足がもつれて転倒
転倒や怪我をしにくい身体づくりのための運動プログラム等の導入（★）

作業場・通路に放置された物につまずいて転倒
バックヤード等も含めた整理、整頓（物を置く場所の指定）の徹底

通路等の凹凸につまずいて転倒
敷地内（特に従業員用通路）の凹凸、陥没穴等（ごくわずかなものでも危険）

を確認し、解消

作業場や通路以外の障害物（車止め等）につまずいて転倒
適切な通路の設定

敷地内駐車場の車止めの「見える化」

作業場や通路の設備、什器、家具に足を引っかけて転倒
設備、什器等の角の「見える化」

作業場や通路のコードなどにつまずいて転倒
転倒原因とならないよう、電気コード等の引き回しのルールを設定し、労働

者に遵守を徹底させる

「滑り」による転倒災害の原因と対策

作業場や通路にこぼれていた水、洗剤、油等により滑って転倒
水、洗剤、油等がこぼれていることのない状態を維持する。
（清掃中エリアの立入禁止、清掃後乾いた状態を確認してからの開放の徹底）

雨で濡れた通路等で滑って転倒（2％）
雨天時に滑りやすい敷地内の場所を確認し、防滑処置等の対策を行う

水場（食品加工場等）で滑って転倒
滑りにくい履き物の使用（労働安全衛生規則第558条）

防滑床材・防滑グレーチング等の導入、摩耗している場合は再施工

隣接エリアまで濡れないよう処置
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タイムマシーン3号と一緒にはじめよう！SAFEアクション

タイムマシーン３号と一緒に転倒予防対策を行い
ましょう！ SAFEアクションとは・・・？
・整理整頓
・床の水の拭き取り
・日々の運動

動画はこちらから▼


